
 

 

パレードする県南支部の仲間 
困社会からの脱却、大幅賃上げ･国民生活改善、ジェンダー平等

など改めて日本国憲法を生かす決意を固める行動となりました｡ 
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師走らしい寒さとなった 12月 8日午後 6時、川崎市川崎区

の稲城公園で“平和といのちと人権を守る 12.8川崎集会”が

開催され 120名余が参加し、集会後には参加者が手に手にラン

タンを持ちＪＲ川崎駅前までパレードを行ないました｡ 

この行動は、日本が 1941年 12月 8日にハワイ真珠湾に奇襲

攻撃をおこなって米英など連合軍との無謀な戦争へと突き進ん

だ忌まわしい日を“平和と人権を守る決意を固める日”として 挨拶する川崎労連･吉根事務局長 

川崎労連、建設組合、医療生協、民主商工会、新婦人の会、弁

護士、政党などが主催して毎年開催されています。 

神奈川県南支部も毎年この行動に参加していますが、今年は

金崎書記長、佐藤執行委員、須田執行委員はじめ合同分会から

益山、河野、和泉、大島、宮田、赤羽の合計９名が参加して、

最近のこの行動では最も多い参加人数となりました。 

集会に参加した県南支部の仲間  今年は太平洋戦争開始から既に 83年が経過しますが、世界で

は戦争と紛争が絶えず、夥しい数の無辜の民がいのちを奪わ

れ、家族を失い、家を焼かれ、食べることも着ることも儘な

らない状況に追い込まれています。とりわけ子どもや女性を

はじめ社会的に弱い立場の人々の犠牲が極めて深刻です。 

2022年 2月 24日にロシアがウクライナへの侵略戦争を開

始してから 2年 9カ月余、昨年 10月 7日パレスチナの戦闘

集団ハマスとイスラエルの戦闘開始から 1年 2カ月、ウクラ パレード先頭に金崎書記長（右端） 

イナとパレスチナガザ地区の一般市民はロシア軍とイスラエル

軍からの無差別攻撃に晒され続けています。こうした情勢での

“集会”は、ロシアの侵略戦争とイスラエルのガザ地区攻撃の

即時停止とともに、日本の自公政権を含む軍拡路線から対話を

中心とする紛争の平和的解決への転換、戦争の火種＝格差と貧 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

改憲を阻止し平和憲法を守ろう！
平和といのちと人権を守る１２.８川崎集会 

緊張を高め平和を壊す大軍拡反対！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。 
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